







































































































































































































8)石母田正(1952) ["村の歴史・工場の歴史」前掲『歴史と民族の発見』、 p.290 
9)遠山茂樹(1954) ["何が行動の力を生みだすのかJ~ 世界』第102号、 p.137-----8




































































































































































































「私の仕事」 で家庭環境や職場生活を描き前段を終っている。つづいて「敗戦J I辞職願J I斗
い終って」 の三章で敗戦前後の社会との関連にふれ「鉄道教習所J I首切J I職場にもどる」
「転勤J I定時制」 で労働運動とのつながりが語られる。さらに「病気J Iどぶねずみj の二
章のなかで、 「車電手」 であった彼をとりまく職場の複雑な人間関係かつづられる。後半の
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